
今月の聖句

繋がりあう力を培い、
新たな活動を共に創り出す

2026 年度活動目標

　米国の「クリストレイスクール」をモデルに、

外国ルーツの高校生が週 1 回企業で働き、その対

価を奨学金として学費に充てる制度を設計しまし

た。2026 年 2 月に、金城学院大学、コスモス国

際特許商標事務所など 4 機関での試行を実施し、

NYAIC の生徒 4 名が参加しました。本格実施は

2026 年 9 月の開始を目標に、準備を進めていま

す。高校生が社会と接点を持ちながら自分の未来を

描いていく、日本ではほとんど例のない社会連携の

形です。

　日本語学校の学生が企業を訪問する「ジョブイン

タビュー」と、企業の方が学校を訪れる「ビジター

セッション」を組み合わせたプログラムです。名古

屋鉄道（株）、コクヨマーケティング（株）、日本

赤十字社などの協力を得て実施しました。実際の職

場の声に触れ、日本語で社会人と対話できた経験

は、学生にとって進路を考える大きな一歩となりま

した。今後は「就職準備のための日本語 1 年課程」

の授業の一環として半年に 1 度、定期的に継続して

いきます。

③学校教員向け日本語・教科指導講座　全 5回
　外国ルーツの子どもを受け入れる教員と支援者を対

象に、5 回の連続講座を開催し、延べ約 150 名が受

講しました。最終回には韓国の NPO「ピースモモ」

を招き、「安心できる学びの場づくり」をテーマに参

加型ワークショップを実施。学校現場での実践に直接

つながる内容となりました。

④職場日本語アドバイザー
　日本語教師が企業を訪問し、外国籍社員の職場定着

を支える「職場日本語アドバイザー」は、介護事業所

での試行を経て 2026 年度からの本格導入が決定し

ました。

⑤ホッとキャンプ
　家庭でケアを担う外国ルーツの中高生を対象に 1

泊 2 日のリトリートキャンプを開催しました（参加

17 名）。※リトリート：非日常の癒し

　「若者が安心して未来を描ける社会をつくる」それ

は名古屋ＹＷＣＡが創立以来、形を変えながら追い続

けてきた課題です。この事業で得た知見とご縁を、次

の取り組みへとつなげていきます。

　ライラ・プログラムは、本格実施に向け、現在、受

け入れ企業・団体を募っています。皆さまのご協力を

よろしくお願いします。

　　　　　　　　　西田文乃（名古屋ＹＷＣＡ総幹事）

一般企業での就業体験をする

ライラ・プログラム

（6 面に関連記事）

①ライラ・プログラム
　（外国ルーツの高校生の企業インターン）

②ジョブインタビュー＆ビジターセッション
　（日本語学校学生と企業の対話）
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 「明日のことまで思い悩むな。
明日のことは明日自らが思い悩む。

その日の苦労は、
その日だけで十分である。」

（マタイによる福音書６章 34 節）

若者の

「育つ・学ぶ・出会う」を支える
文部科学省委託事業「認定日本語教育機関活用促進事業」

名古屋ＹＷＣＡが長年積み重ねてきた力をさらに大きく

　2025 年 7 月から 2026 年 1 月にかけて、文部科学

省から「多文化共生社会の担い手を育むための教育連携モ

デル構築事業」を受託し、外国にルーツを持つ若者を対象

とした、以下のような取り組みを行いました。

■５つの柱と成果

■今後に向けて

2026
6・7
687 号



「戦争体験の継承を考える」プロジェクト
　ＬＡ（ローカルアクション）とは、全国の地域ＹＷ

ＣＡが主体となって行う、ＹＷＣＡのビジョン・ミッ

ションに基づいた社会貢献活動です。地域ＹＷＣＡ同

士や他団体とも積極的に連携・協働するプログラムに

対し、日本ＹＷＣＡが資金面や広報で活動を支援しま

す。2026 ～ 2027 年度の２年間で実施する第４期

ＬＡのキーワードは「世代を超えたリーダーシップ」。

ＬＡを通じてユースをもっと活動に巻き込んでいくこ

とを目指します。

　今回の企画「戦争体験の継承を考える」は、東京Ｙ

ＷＣＡが拠点となり、名古屋ＹＷＣＡが協働する形で

進められます。ユースが主体となってトークイベント、

スタディツアーなどのプログラムを計画し、ミドル・

キリスト教基盤講演会

共に生きるために、私はどう行動するか
急増するヘイト社会の中で

6 月 27 日 (土 )　13:30 ～ 15:00

参加費：1,000 円　寄付つき 1,500 円

読書会で読んでいる、「ヘイトをのりこ

える教室」の著者、金迅野さんをお迎え

して講演会を行います

講師：金迅野（キム・シンヤ）さん

場所：名古屋ＹＷＣＡ２階／オンライン
主催：キリスト教基盤部会

在日大韓基督教会横須賀教会牧師、立教大学大学院特任准教授

1960 年生まれ。専門は実践神学、多文化共生論と人権教育

広報ファンドレイジング委員会

リサイクル衣料部
　活動資金のために、みなさまから寄付してい

ただいた衣料を 2 階ロビーで販売しています。

会館にいらしたら、ぜひ掘り出し物を見つけて

ください。

　衣類の寄付は通年で受付けています。

　　　　　＊新品または洗濯したもの

2026、2027 年度日本ＹＷＣＡ第 4 期 LA（地域連携プログラム）

シニアによるサポートチームがユースを支えていきま

す。ユースの活動期間は 2026 年 8 月頃から約 1 年

半という計画で、単発で終わらない継続的な関わりを

期待しています。

　これまで名古屋ＹＷＣＡで行ってきた沖縄スタディ

ツアーなどのノウハウを活かし、今この時代だからこ

そ発信したいユースの思いが社会に届くよう活動を推

進していきます。今は活動するユースの募集に向けて

広報の検討をしているところです。興味のあるユース

がお近くにいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ

い。　　　　　　　　　　　（実行委員会　新倉春美）

　私たちは２月１１日を「思想、信教の自由を守る」

ために大切な日ととらえ、「天皇制問題を考える２．

１１集会」、「２．１１平和集会」を通じ、多岐にわ

たるテーマで真の平和を作りだすために働きかけて

きました。

　2026 年度のこの取り組みについて、運営委員

会は以下の理由から、従来の形での実施を見送るこ

とといたしました。

　第一に、日本ＹＷＣＡの第 4 期ローカルアクショ

ン（ＬＡ）「戦争体験の継承を考える」の一環で、

講演会などを実施する予定です。このプログラムは、

私たちが２．１１集会で問い続けてきた「平和を作

今年度の２. １１平和集会について
る」という主旨と深く重なるものです。

　第二に、これまでの２．１１平和集会の実行委員や

運営委員の多くが、ＬＡの実行委員として参加してお

り、両方の企画・運営を同時に担うことは現実的でな

いと判断しました。これらを踏まえ、今年はＬＡのプ

ログラムに集中することが最善であると判断しまし

た。

　既に、名古屋・東京ＹＷＣＡの会員によるＬＡの実

行委員会が組織され、これからユースの参加を広く

募っていくところです。青少年部会でもＬＡのプログ

ラムへ関わっていくことになります。皆様のご理解と、

今後行われる予定のプログラムへのご参加をお願いい

たします。　　　　　　　　　　（会長　松村真理子）
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2025 年度のリサイクル衣料の
売上げは 170,800 円でした。
名古屋ＹＷＣＡの活動に使います。
ありがとうございました。
　　　　　　　　　　リサイクル衣料部

申込み peatix



仕事や生活、人間関係にちょっと疲れたとき

なんとなく、心がもやもやするとき

ここでは、安心してほっと一息つけます

　季節ごとのお楽しみもいっぱい。3 月は桜餅、5 月

は柏餅、秋にはかぼちゃのお菓子、12 月にはクリス

マスケーキデコレーション。夏には浴衣で写真を撮っ

て盛り上がりました。折り紙や毛糸の手芸、カードづ

くりなど、手を動かしながら、話しも弾みます。

女性の居場所

グループ活動紹介

とまり木

＊毎月第二・第四水曜日 17:30 〜 20:00

＊女性のみ

＊開催時間内出入り自由です

＊参加無料　＊会場での飲食ＯＫです

　日々のちょっとした疑問、対人関係のもやもや、女性

ならではの生きづらさ、そして楽しかった経験まで…こ

こでは、自然と〝おしゃべりの花〟が咲きます。

　どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。あなたのペー

スで過ごせる、あたたかな場所です。

　「とまり木」に賛同した有志の寄付とクリスマスミニ

バザーの売り上げ金などで、ちょっとしたおやつや軽食

も用意しています。

　参加者はもちろん、スタッフも大募集しています。

ぜひ、仲間になりましょう。　　　　　　（近藤八津子）

みんなでおいしいものを作ることもあります

活動を終了した 手芸グループ
　手仕事の作品を販売して活動資金に充てる「手芸グループ」（以前

は「お仕事会」と呼ばれていました）が、2025 年度で一旦、幕を

降ろしました。バザーなど資金集めのイベントには欠かせないこの活

動は、名古屋ＹＷＣＡの歴史とともにありました。

　４月の終わり、かつてのメンバーが集まる機会がありましたので、

お話をうかがいました。　　　　　　　　　（新聞委員会　下方夕子）

手芸グループ作品販売会手芸グループ作品販売会
６月 25日 ( 木 ) ～ 27 日（土）
名古屋ＹＷＣＡ　２階ロビー

バザーのために手芸品を制作（1950 年代）

新聞委員会：手芸グループの始まりは、手芸教室です

か？

坂 英子さん：小栗先生の教室があったわね。１年く

らいだったかしら。

　（編集注）1965 年頃に小栗幸子先生の「手芸クラ

ブ」という教室があった。

新聞委員会：名古屋ＹＷＣＡが始まった時からバザー

では手芸品は人気商品だったようですね。

安藤豊子さん：化

粧ケープやエプロ

ン…。枕カバーを

１年分まとめて買

う人もいましたよ。

ちょっとした刺繍

が入っているのが

魅力だったわね。

山本良美さん：当時、杤久保さんが担当職員だったの

では？

杤久保澪子さん：そうだったかな。岡崎や鳴子のもよ

り会に木彫を教えに行きましたよ。

安藤さん：布に下絵を書いて、刺繍糸とセットしたも

のをＢＧ（有職婦人）グループやもより会、労働セン

ターの人たちに渡して作ってもらったんです。

山本さん：作るのが間に合わないから、刺繍しながら

財務委員会に出てましたよ。

新聞委員会：長い間、名古屋ＹＷＣＡの活動を支えて

くださって、ありがとうございました。

左から坂英子さん、安藤豊子さん、
山本良美さん、杤久保澪子さん
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名古屋ＹＷＣＡのキャラクター「きふっち」の LINE スタンプ販売中！

http://line.me/S/sticker/1288156　または「Kifuchie」で検索してください。



　沖縄には「ぬちぐすい」という言葉がある。「命

の薬」という意味だ。景色に感動した、いい話を聞

いたとき、美味しいものを食べた時、親切に出会っ

たときなどに使われる。

　イエスがサマリアの町の井戸端で一休みしていた

とき、サマリアの女性が水汲みに来た。イエスは人

目を避けて水汲みに来たその女性に声をかける。「水

を飲ませてください」と。サマリアの女性はユダヤ

人の男性が、普段付き合いを避けているはずのサマ

リア人である自分に声をかけたことに驚いた。あれ

これ話しているうちに、イエスは女性に「あなたの

夫をここに呼んで来なさい」と言う。失礼な物言い

だが、女性は「わたしには夫はいません」と答えた。

かつて五人の夫がいたが、今連れ添っている人も夫

ではないという意識だった。奔放な女性と見られて

きたかもしれない。イエスは、彼女が愛を求めてさ

まよい、今も満足していないことを見抜いたようだ。

　3 月に辺野古で痛恨の事故があった（※）。友人た

ちが、かける言葉が無いと言いながら、いたわりの

声を届けてくれた。ある方は「ご心痛のほど、お察

し申し上げます。お力を落とさないようにお祈り申

し上げます」という短い手紙をくださった。

　事故によって亡くなられた方の遺族、関係者たち

がみな傷ついている。だから傷口を優しく包む必要

がある。イエスは医者でもリハビリの先生でもな

かったのに、なぜ多くの病人たちが癒されたのだろ

う？ 私は友人たちの共感の思いやりによって包帯

を巻いてもらっている感じがしている。サマリアの

女性は自分が意識していなかった魂の渇きをイエス

が指摘した時、救われたのであろう。傷ついていた

人々はイエスの共感によって癒しを与えられたのか

もしれない。

「さあ、見に来てください。わたしが行ったことをすべて、言い当てた人がいます。

もしかしたら、この方がメシアかもしれません。」　　　（ヨハネによる福音書 4 章 29 節）

◯聖書に聞く
島しづ子（日本基督教団うふざと伝道所牧師）
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※ 3 月 16 日に沖縄県名護市辺野古沖で、ヘリ基地反対協議会が

保有する小型船 2 隻が転覆し、高校生 1 名と船長の男性牧師 1 名

が死亡した事故

共感と思いやり

2026 年

６月６日（土）
　    ８日（月）

vol.９

７日（日）
は

お休み

６日 ( 土 )11 時～ 15 時 　８日 ( 月 )10 時～ 13 時

テーマ：鬼平犯科帳

文学カフェ文学カフェ11:30～15:0011:30～15:00

平蔵も唸る、江戸の味
うな

つぎはあなたに読んでほしい

古本市
６
（土）

同心「うさ忠（木村忠吾）」にちなんで…

うさぎしおりを作ろううさぎしおりを作ろう
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教会に   おじゃましま～す⑧ 日本キリスト教団 熱田教会
名古屋市熱田区玉の井町 9-28

　

小
林

光
ひ
か
る

牧
師
に
、
に
こ
や
か
に
お
出
迎
え
い
た
だ
き
、
木

の
香
か
お
る
真
新
し
い
教
会
に
入
り
ま
し
た
。
二
階
の
礼
拝
堂

は
、
ま
あ
る
い
電
灯
が
ぷ
か
ぷ
か
浮
い
て
い
る
よ
う
な
ス
テ
キ

な
空
間
で
す
。

　

一
九
〇
五
年
に
中
区
の
橘
町
で
始
ま
っ
た
「
名
古
屋
第
三

美み

ふ普
教
会
」（
※
）
、
そ
の
後
「
熱
田
美
普
教
会
」
と
一
つ
に
な
っ

た
「
熱
田
教
会
」
は
、
戦
火
を
も
く
ぐ
り
ぬ
け
て
、
二
〇
二
五

年
に
百
二
十
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
会
堂
を
新
築
し
ま

し
た
。
椅
子
な
ど
の
調
度
品
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
旧
会
堂
の

も
の
を
使
っ
て
お
り
、
そ
の
重
厚
感
が
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

新
会
堂
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、
高
齢
者
や
車
椅
子
の
方

で
も
安
心
し
て
礼
拝
に
参
加
で
き
ま

す
。
ま
た
、
動
画
配
信
の
た
め
の
機

材
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
林
光
牧
師
は
、
二
〇
〇
五
年
に

就
任
さ
れ
て
二
十
一
年
目
。
最
初
が

百
周
年
の
年
で
し
た
。

　

小
林
牧
師
と
言
え
ば
「
音
楽
」
で
、

ギ
タ
ー
や
オ
カ
リ
ナ
を
演
奏
さ
れ
ま

す
。
幼
少
の
頃
か
ら
教
会
で
讃
美

歌
な
ど
に
触
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ギ
タ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

中
学
生
の
頃
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

ブ
ー
ム
も
あ
り
、
若
い
人
た
ち
が

ギ
タ
ー
を
弾
い
て
歌
っ
て
い
る
姿

に
憧
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
牧
師
と
な
っ
て
、
教
会
な
ど

で
頼
ま
れ
て
曲
を
作
る
よ
う
に
な

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゴ
ス
ペ
ル
集
や

Ｃ
Ｄ
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
代
前
の
加
藤
久
雄
牧
師
が
「
家
族
ぐ
る
み
の
教

会
」
を
提
唱
さ
れ
、
今
も
教
会
員
は
三
代
、
四
代
に

わ
た
っ
て
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

教
会
の
奥
に
は
「
堅か

き
わ
し
ん
せ
い

磐
信
誠
幼
稚
園
」
が
あ
り
、

年
に
一
度
の
バ
ザ
ー
を
合
同
で
開
催
す
る
な
ど
、
楽

し
い
交
流
が
あ
り
ま
す
。

ギターとオカリナを演奏する小林光牧師

2025 年に新築された教会堂

地下鉄「熱田神宮西」から徒歩 5 分

礼拝堂
 土曜日（夜）はスペイン語の礼拝に

 場所を提供している

※
メ
ソ
ジ
ス
ト
（
美
）
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
普
）
教
会
の
略

5

名古屋 YWCA　2026 年 6.7 月号　687 号

理事長　井手 　宏

医療法人財団 愛泉会

愛知国際病院  院長 太田信吉
診療科：外科・消化器科　内科　整形外科

　　　　皮膚科　胃腸科　リハビリテーション

　　　　循環器科　リウマチ科

　　　　肛門科　神経内科

老人保健施設　愛泉館
施設長　井手　宏

〒470-0111　愛知県日進市米野木南山 987-31

愛知国際病院　0561-73-7721

ホスピス　0561-73-3191

訪問看護ステーション　えまい　0561-73-8154

老人保健施設　愛泉館　0561-74-1711

有料老人ホーム　カナン　0561-74-8260

日進市東部地域包括支援センター　0561-74-1300

指定居宅介護支援事業所愛泉館　0561-74-1341

スクエアステップを始めませんか
　４０マスのマットを使って、前後左右にステップする

だけの、誰にでもできる簡単エクササイズです。

　スポーツ医学や健康体力学などの国立大学の教員が連

携して開発しました。シニア世代の転倒防止、介護予防、

認知機能向上、そして体力づくりにおすすめです。

楽しく脳トレ！

主催：広報ファンドレイジング委員会

レッツ！スクエアステップ
毎月　第２金曜日
11:30 ～ 12:30

参加費：１回 600 円
場所：ビッグスペース



　

朴パ

ク

ス

ナ

ム

壽
南
・
朴

麻
衣
共
同
監
督

　

ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
『
よ

み
が
え
る
声
』

を
み
て
、
軍
艦
島
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

ド
ラ
マ
『
海
に
眠
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
を
通
し
て
、

軍
艦
島
は
近
代
化
を
象
徴
す
る
場
所
、
活
気
あ
る

場
所
と
し
て
捉
え
て
い
た
が
、
本
作
で
は
強
制
労

働
者
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
々
の
過
酷
な
現

実
が
語
ら
れ
て
い
た
。

　

自
由
を
奪
わ
れ
、
過
酷
な
環
境
で
の
労
働
者
へ

の
扱
い
は
人
と
し
て
の
尊
厳
が
守
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
ず
、
見
て
い
る
う
ち
に
胸
が
ざ
わ
つ
き
、

目
を
そ
む
け
た
く
な
る
よ
う
な
思
い
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
監
督
は
こ
の
問
題
だ
け
で
な
く
沖
縄
の
元

軍
属
、
慰
安
婦
や
原
爆
補
償
問
題
に
も
目
を
向
け
、

様
々
な
戦
争
被
害
の
補
償
が
い
ま
だ
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
現
実
が
あ
る
事
に
も
問
題
意
識
を
感

じ
た
。
強
制
労
働
の
体
験
者
の
証
言
を
過
去
の
出

来
事
と
し
て
記
録
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
記
憶
を
社
会
に
残
し
、
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ

な
い
た
め
で
も
あ
り
「
忘
れ
か
け
て
い
る
声
を
今

に
伝
え
る
」
と
い
う
監
督
の
強
い
意
思
を
感
じ
た
。

　

今
回
の
視
聴
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
自
分
の
理
解

が
一
面
的
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
同
じ
場
所
や

歴
史
で
も
立
場
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
現
実
が
あ

る
こ
と
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は

様
々
な
立
場
か
ら
出
来
事
を
見
つ
め
な
お
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
。　
　
　
　
　
　

（
吉
田
益
美
）

　 ３ 年 目 と な っ

た、 外 国 に ル ー

ツ を も つ 生 徒 の

ためのサポート校

「Ｎ
ニ ャ イ ッ ク

ＹＡＩＣ」は

４月に２０名の新

入生を迎え、全学年が揃いました。

　２月に、初の試みとなる一般企業でのインターンシッ

プを実施しました。市内の大学や企業でそれぞれの強み

を活かした就業体験に臨んだ生徒の中から、３名の活動

を紹介します。　　　　　　　　　　　　　（朴亜紀子）

エイタン（フィリピン）：建設会社での実務レクチャー
　デスクワークやビル管理の具体的な業務を学びまし

た。緊張の中、事前に受講したマナー講座の内容を思い

名古屋ＹＷＣＡ高等学院国際コース
（サポート校）

経済的な理由で勉強を諦めてほしくないとの思いか

ら、支援金を給付しています。この支援金は全て寄付

からなるものです。継続的に生徒に給付できるよう、

ご支援をお願いします。

寄付の方法は８ページをご覧ください。

NYAIC「特別学習支援金」寄付のお願い

一般企業で就業体験をする生徒（左）

出し、社会人としての振る舞いを意識して取り組むことが

できました。

マリー（フィリピン）：大学での入試広報・翻訳業務
　留学生向けのチラシ英訳やＰＲ動画制作を体験しまし

た。語学力を活かして難しい業務も速やかに理解し、外国

の生徒目線の意見を伝えるなど、自らの強みを活かして積

極的に貢献しました。

ギ（ベトナム）：Web制作会社での制作体験
　カレンダー制作を通じて日本の「六曜」などの文化に触

れました。将来日本で働く自分を具体的にイメージしなが

ら、敬語の練習への意欲をさらに高める貴重な時間となり

ました。

　この成果を足掛かりに、今後は就労支援を軸としたプロ

グラムの本格導入を目指します。学校での学びを「働く力」

へと繋げ、地域の企業や大学との連携を深めながら、一人

ひとりが希望を持って自立できるよう、体制を整えていき

ます。

　実社会での挑戦をやり遂げた生徒たちはもちろん、日々

教室で共に学ぶ全ての生徒たちの成長を今後とも温かく見

守っていただきますようお願いします。
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語学・教育部

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

６月　パープルサポート
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください



　難民事業本部の委託を受け、２０２０年から第３国定

住難民への日本語支援を行っています。私は初年度の第

１０陣への支援に続き、現在は１５陣のミャンマーなど

から来た立場も年齢も様々な方たちへの日本語支援を

行っています。

　活動内容は、オンラインクラスと対面クラスのハイブ

リッドスタイルで、今年度からは「まるごと（日本のこ

とばと文化）」をメインテキストに、生活日本語を学ん

でいます。オンラインクラスは毎週、対面クラスは２か

月に 1 回ほどのペースで行い、対面クラスの時にそこ

までの学習の確認や、「書く」力の向上につながる活動

を行っています。

　日ごろは画面越しの参加者同士ですが、対面クラスの

日は直接顔を合わせる貴重な時間なので、久しぶりに

Ｊ 3　ビッピン　（ネパール）

　日本語学校の奨学金をいただいて、本当にありがとうございます。このお金はこれか

らの勉強や生活のために大切に使います。もっと日本語が上手になるように、毎日しっ

かり勉強したいです。また、新しいことをして、自分を成長させたいと思います。これ

からもあきらめないで、がんばります。本当にありがとうございました。

日本語学校奨学金にご協力いただき、ありがとうございます。

2026 年度春学期の奨学生が決まりましたので、ご紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原文のまま）

J ２　アイソ　（中国）

　奨学金をいただいて、本当に嬉しいです。入門コースから、ずっとみなさんに手伝っ

ていただきました。ありがとうございます。家族の経済的な負担が少なくなりました。

これで、もっと安心して勉強に集中できます。いただいたお金は日本語の勉強と授業料

に使います。毎日、日本語を頑張って勉強して、Ｎ３に合格したいです。これからも一

生懸命頑張ります。

J ２'　チョウ　（中国）

　奨学金をいただき、本当にありがとうございます。この機会を大切にしたいと思いま

す。このお金は次のクラスのために使います。これからも日本語の勉強を頑張ります。

そして、学校での勉強を通して、日本語を流暢に話せるようになって、自分の夢を実現

したいと思います。先生方のご指導に心から感謝しております。

会う仲間と楽しく過ごせ

るひと時ともなっていま

す。

　言葉を学ぶのにはどう

しても年齢の問題がついて回ります。子ども世代は吸

収が早く、早々に自然な日本語を習得していく一方で、

私たちと同じ親世代は覚えたことを忘れないようにす

るのに苦労します。参加者のおひとりが、「もう６冊

目です」と日本語の勉強ノートを見せてくれたときは、

本当に頭が下がる思いでした。私たちスタッフも彼ら

としっかり向き合い、５年の期間が終わった後も、彼

らが自立的に日本語を学び続けていけるようにするに

は何が必要なのかを考え、授業に活かしていきたいで

す。

　１５陣の方々が安心して日本での生活が送れるよ

う、支援を続けていきたいと思います。

第三国定住難民への日本語支援

中島純子コーディネーター
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日本語学校

日本語教師養成講座

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

７・８月　グローバルスクール
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください



先生が集まるところ

月１回　金曜日

いろいろ話そう！

寄付のお願い
名古屋ＹＷＣＡの活動は、みなさまのご寄付と会員の働きで支えられています。

みなさまのあたたかいご支援を心よりお願いいたします。

@nagoya_ywca nagoyaywca

郵便局の払込用紙をご利用ください。

振込み手数料はご負担ください。

口座番号：00820-0-47814　　

加入者名：公益財団法人名古屋ＹＷＣＡ

※通信欄に「○○へ寄付」と寄付先を

　ご記入ください。

※機関紙などにお名前を公表します。

　匿名を希望される方は「匿名」と

　お書き添えください。

郵便振替

クレジットカード決済
名古屋ＹＷＣＡホームページ

「寄付のページ」、またはＱＲ

コードからおすすみください。

名古屋ＹＷＣＡビル２階の受付で

お手続きください。

物品の寄付も受付けています。

詳細はお問い合わせください。

２階受付窓口 会員になって
いっしょに活動

しましょう

ＹＷＣＡでは、理念である「平和で人
権が尊ばれる社会の実現」のため、
会員が自主的に運営、
活動を実施して
います。

詳細はお問い合わせ
ください。@nagoyaywca

日程変更の場合あり

ひょうたんカフェ
 第２、４火曜 

11:00 ～ 13:30

MO － YA － CO 

おからドーナツ、

手織り製品など

焼き菓子、シュー

クリームなど

２
階
ロ
ビ
ー
販
売

昔々の名古屋ＹＷＣＡ機関紙からいろ

いろ拾って載せています。のぞいてみ

てください。

note.com/nagoyaywca_koho

（広報ファンドレイジング委員会）

しばらくお休み

【
三
月
】〈
報
告
〉
①
二
〇
二
五
年
度
主
要
事
業

②
認
定
日
本
語
教
育
機
関
活
用
促
進
事
業

〈
協
議
〉
①
二
〇
二
六
年
度
事
業
計
画
案
承
認　

②
二
〇
二
六
年
度
収
支
予
算
案
承
認

【
三
月
】〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

②
理
事
会　

③
キ
リ
ス
ト
教
基
盤
部
会　

④
平
和
集
会
実
行
委
員

会　

⑤
Ｌ
Ａ
「
戦
争
体
験
の
継
承
を
考
え
る
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会　

⑥
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
活
動
チ
ー
ム　

⑦
会
員
状
況　

⑧
全
体
集
会

〈
協
議
〉
①
全
体
集
会　

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
チ
ー

ム　

③
二
〇
二
六
年
度
運
営
委
員
会
に
つ
い
て

【
四
月
】〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

②
キ
リ
ス
ト

教
基
盤
部
会　

③
青
少
年
部
会　

④
Ｌ
Ａ
「
戦
争
体
験
の

継
承
を
考
え
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会　

⑤
グ

ル
ー
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
チ
ー
ム　

⑥
会
員
状
況

〈
協
議
〉
①
今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

②
Ｌ
Ａ
に
つ
い

て　

③
多
文
化
ま
つ
り
に
つ
い
て　

④
平
和
集
会　

⑤
指

導
者
養
成
費

◉
新
入
会
員
◉
麻
生
あ
ゆ
み
、
イ
エ
イ
ツ
八
千
代
、

高
橋
夏
代
、
中
島
優
子　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　
（
以
下
、
敬
称
略
）

◉
賛
助
会
費
◉
鶴
崎
祥
子　

◉
一
般
寄
付
◉
中
村 

隆
、
大
川
里
恵

◉
指
定
寄
付
◉

＊
青
少
年
部
会
へ
…
鶴
崎
祥
子

＊
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
…
飯
野
充
子
、
諏
訪
昭
子
、

長
縄
光
子
、
長
橋
美
保
、
匿
名
二
名

　

こ
の
春
、
息
子
が
就
職
し
ま
し
た
。

何
度
も
促
さ
れ
、
時
に
は
雷
を
落
と

さ
れ
て
、
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ

て
自
分
の
部
屋
を
掃
除
す
る
よ
う
な

め
ん
ど
く
さ
が
り
の
息
子
。
そ
ん
な

子
が
、
土
地
勘
の
な
い
大
阪
で
「
初

め
て
の
仕
事
」
と
「
初
め
て
の
一
人

暮
ら
し
」
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

健
康
的
な
食
事
は
で
き
る
の
？
朝
は
起
き

ら
れ
る
の
？
金
銭
管
理
は
で
き
る
の
？
親
の

尽
き
な
い
心
配
を
よ
そ
に
、
本
人
は
ま
る
で

一
週
間
ほ
ど
の
旅
行
に
で
も
行
く
よ
う
な
、

軽
い
「
行
っ
て
き
ま
す
」
の
言
葉
を
残
し

て
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
、
新
生
活
へ
の
希
望
し
か
見

え
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
こ

れ
か
ら
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
苦
労
や
壁
を

一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
、
大
人
と
し
て
自

立
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
一
歩
に
、
ま
ず
め
ん
ど
く
さ
が

り
は
直
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

い
つ
か
、
彼
が
見
つ
け
た
大
阪
の
美
味

し
い
お
店
に
招
待
し
て
も
ら
う
日
を
、
密

か
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
職
員　

中
島
優
子
）

＊
ス
ー
プ
キ
ッ
チ
ン
へ
…
岩
田
え
り
子
、
飯
野
充
子
、

大
久
保
素
子

（
物
品
）M

O
-YA-CO

、
名
古
屋
国
際
学
園
、
匿
名
一
名

＊
パ
ー
プ
ル
サ
ポ
ー
ト
へ
…
岩
田
玲
子
、
匿
名
一
名

＊
日
本
語
学
校
奨
学
基
金
へ
…
磯
村
美
保
子
、長
谷
川
直
春
、

長
橋
美
保
、
諏
訪
昭
子
、
飯
野
充
子
、
大
久
保
素
子
、

匿
名
一
名

＊
サ
ポ
ー
ト
校
特
別
学
習
支
援
金
…
ヨ
シ
ミ
ミ
ド
リ
、

岡
田
淳
子
、
山
下
直
樹
、
飯
野
充
子
、
堀
尾
純
子

イベントなどの内容が変更になる場合があります。

　2025 年度のパープルサポートへ

のご寄付は 391,500 円でした。

　ＤＶや性暴力、虐待被害をうけ、経済的に困難な

状況の女性 15 名に、延べ 92 回のカウンセリング

を提供し、心理的回復の一助となることができまし

た。今後ともご支援よろしくお願いします。　　

　　　　　　　　　女性のための相談・支援事業部

パープルサポートへのご支援
ありがとうございました
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